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【開催案内】 

主催：一般社団法人クラウド利用促進機構 日刊工業新聞社 

会期：2014 年 6 月 18 日（水）～ 20 日（金） 

会場：東京ビッグサイト 東ホール 

お問合せ先：下記のCloud Show Japan 事務局へお願い致します 

HP：http://www.cloudshow.jp/  

e-mail ：info@cloudshow.jp  

http://www.cloudshow.jp/
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http://www.cloudshow.jp/index.html
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「政府と自治体におけるクラウド化の推進について」 

CUPA総合アドバイザー 林 雅之 

政府と自治体など公共分野においてクラウド化の推進が進んでおり、今回は政府と自治体のクラウ

ド化に向けた取り組みを紹介したいと思います。 

 

政府情報システムの改革ロードマップを策定し、2018年度には約1500のシステムを半減に 

 

高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部（ＩＴ総合戦略本部）は 2014 年 1 月 23 日、「第５

回電子行政分科会」を開催し、政府情報システム改革ロードマップ、投資計画、業務・最適化計画

を示しています。政府では、2013 年度中に政府情報システムの改革ロードマップを策定し、2018

年度には約 1500 のシステムを半減させ、2021 年には運用コストを３割削減することを目標とし

ています。 

 

政府情報システム改革の基本的な考え方として 

 

統廃合・クラウド化の徹底 

・出先機関等の類似システムの統廃合、政府共通プラットフォームへの集約化（クラウド化） 

 

運用コスト削減 

・原則クラウド化。クラウド化が当面見込めないシステムは統廃合・独自の刷新により３割減を目

指す 

 

スタンドアロンPCの廃止・縮小 

・廃止又は府省内 LAN で代替 （※８割減少の見込み） 

 

クラウド基盤の強化・情報セキュリティの向上 

・政府共通プラットフォームの機器等拡充・拠点分散化、各システムの情報セキュリティ向上によ

り耐災害性・安定性を強化 

 

業務改革（BPR）の徹底 

・各システムの更改時期等に合わせて行政サービスの向上や行政運営の効率化・スリム化を推進 

 

の５つを示しており、2018 年度までに情報システムを 619 まで減少させ、252 の情報システムを

政府共通プラットフォームに集約化することを目指しており、たとえば、厚生労働省では 2012 年

度の 283 のシステムから 2018 年度には 89 までシステムを削減予定です。 

 

自治体の次期更新時のシステム形態の予定は、自治体クラウドが 33％に 

 

自治体の取り組みも見てみましょう。総務省は 2014 年 1 月 29 日、第 4 回「電子自治体の取組み

を加速するための検討会」を開催し、自治体クラウドに対する地方財政措置の拡充と地方公共団体

における情報システムの状況調査等についての検討を行っています。 

 

「コラム」-1 
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総務省では、自治体クラウドの推進に向けて、H23 年度からの特別交付税として平成２３年度から

情報システムの集約と共同利用 （共同化計画策定等の経費） や住民データのクラウド移行 （デー

タ移行経費） を実施しています。 

H26 年度～H28 年度限定で、番号制度の導入を契機とした自治体クラウド導入の取組を加速する

ために、自治体クラウド導入支援コンサルタントや 自治体クラウド導入後の実務処理研修などの

支援策を拡充しています。 

 

総務省が実施した「地方公共団体における情報システムの状況調査」では、平成 26 年の調査では

庁内に設置したオープン系システムが 55％と半分以上を超え、自治体クラウドが 13％、単独クラ

ウドが 11％、外部データセンター設置が 11％、ハードウェアのクラウド化（IaaS）が 6％となっ

ています。 

出所：地方公共団体における情報システムの状況調査 2014.1  

次期更新時のシステム形態の予定では、自

治体クラウドが 33％、単独クラウドが

17％、ハードウェアのクラウド化（IaaS）

が 11％と、クラウドの採用が半分以上を

超えていることがわかります。 

 

自治体クラウドの検討状況では、「未検討

であり、今後も検討を行う予定がない」が

31.1 ％ともっとも多く、30.9 ％の「未検

討だが、今後検討を行う」が続いており、

これらの自治体の動きが、自治体クラウド

普及の成否を左右するといえるでしょう。 

 

 

 

 
出所：地方公共団体における情報システムの状況調査 2014.1  

 

http://www.soumu.go.jp/main_content/000271469.pdf
http://www.soumu.go.jp/main_content/000271469.pdf
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導入予定団体の大半は番号制度の導入に併せて自治体クラウドの導入を予定しており、効率的な自

治体クラウド移行に向けては番号制度の導入がひとつの契機になると考えられます。 

 

全市区町村の全庁情報システム関係予算は毎年減少傾向にあり、効率的な行政システムの運営には、

番号制度の導入に伴う、自治体クラウドなどの導入が重要となっています。 

 

一方、既存システムからの移行の難易度や、人材育成など、自治体クラウドの推進において様々な

課題も山積しており、平成 26 年度予算の「自治体クラウドの取組の加速に向けた調査研究」な、

各種に施策を通じて、どこまで加速にはずみがつくか、今後の動向が注目されるところです。 
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「マイクロソフト、Windows Azure の 
日本データセンターを2014年 2月 26日に開始」 

CUPA総合アドバイザー 新野 淳一 

2014 年 2 月は IBM がラスベガスでイベント「IBM Pulse 2014 」を開催、同社のクラウド戦略を

示す一方、日本ではマイクロソフトが日本データセンターを開設し、日本市場への本格攻勢にでる

などの動きがありました。Publickey の記事を基にまとめました。 

 

マイクロソフト、Windows Azure の日本データセンターを 2月 26日に稼働開始 

 

日本マイクロソフトは、Windows Azure の日本データセンターを明日 2 月 26 日 0 時から開始す

ると発表、予定通りに稼働開始しました。 

 

日本データセンターは「東日本リージョン」と「西日本リージョン」の 2 カ所が設置され、日本国

内だけで地理分散によるディザスタリカバリ構成などを実現できます。同社によると、東日本は埼

玉県、西日本は大阪府にデータセンターがあるとのこと。 

 

 
 

大手クラウドベンダとしては Amazon クラウドとセールスフォース・ドットコムなどが国内にデ

ータセンターを設置してきましたが、複数地域にデータセンターを設置するのはマイクロソフトが

初めて。 

 

Windows Azure は以前からアジアではシンガポールと香港の 2 つの場所にデータセンターを設置

していました。しかし日本の国内にデータセンターを設置してほしいという要望は強く、昨年 5 月

にスティーブバルマー氏が来日、国内リージョンの設置が発表されました。 

 

「コラム」-2 
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このときには、まだ設置時期は示されませんでしたが、半年後の昨年 11 月にはじめて「2014 年

前半」に開始予定であることが明らかにされています。バルマー氏の発表から約 9 カ月、時期の発

表から約 3 カ月で日本データセンターの開始となりました。 

 

データセンター稼働日がこの日付になったのは、同日に日経 BP社主催のイベント「Cloud Days 

東京 2014 春」が開催されるため、それに合わせてのこと。同イベントの基調講演では日本マイク

ロソフト代表執行役社長の樋口泰行氏が登壇し、日本データセンターの稼働を発表しました。ちな

みに 2011 年に Amazon クラウドが東京データセンターを発表したのも、3 年前のこのCloud 

Days 東京の開催日でした。 

 

 

Amindows Azure が Oracle Database とWebLogic のプリロード VM提供、3月 12日開始。

1時間あたりOracle で 113円から 

 

日本データセンター開設の約 2 週間前、マイクロソフトはWindows Azure で、オラクルの

Oracle Database 、WebLogic Server などをあらかじめ組み込んだ仮想マシンイメージの提供と

価格を明らかにしました。 

 

 
 

Oracle Database SE で 1 時間あたり 113.22 円、1 カ月 8 万 4236 円から。Oracle Database 

EEで 1 時間あたり 322.32 円、1 カ月 23 万 9807 円から。WebLogic Server SE では、1 時間あ

たり 25.5 円、1 カ月 1 万 8972 円から。 

 

この価格にはあらかじめOracle Database もしくはWebLogic Server などのライセンス費用が含

まれているため、利用者は別途オラクルにライセンス費用を支払う必要なくそれぞれのミドルウェ

アを利用することができます。 

 

マイクロソフトとオラクルは、昨年 6 月にクラウドに関する提携をしており、そこでOracle 

Database などの製品がHyper -V に対応することが発表されていました。今回のWindows Azure

におけるOracle 製品の提供は、この提携を受けて実現したものといえます。 

 

IBM、新開発のPaaS「BlueMix」をベータ公開。IaaS での競合には言及せず 

 

米 IBM のイベント「IBM Pulse 2014 」が 2 月 24 日（現地時間）にラスベガスで開幕しました。

SoftLayer を買収以来はじめて、同社のクラウド戦略を大きくアピールするイベントとなります。 
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初日のジェネラルセッションで IBM ソフトウェアグループ シニアバイスプレジデントRobert 

LeBlanc 氏は、これまで同社がクローズドベータとして開発してきた PaaS型クラウドサービス

「BlueMix」（コード名）のベータ公開を明らかにしました。 

 

BlueMix は SoftLayer をクラウド基盤とし、Cloud Foundry を実行環境にしています。利用可能

なコンポーネントがあらかじめ多数用意されており、必要なプログラミング言語、データストアや

キャッシュ、データベース、ミドルウェアなどを選択し、組み合わせてプログラミングすることで

アプリケーションを構築できます。 

 

以下が BlueMix の主なコンポーネントです。 
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開発言語としては Java、Node.js 、Ruby などが選択でき、データベースにはMySQL や

MongoDB、JSONデータベース、データ分析にはDB2 BLU Acceleration や MapReduce なども

利用可能。 

 

プッシュ通知などモバイルアプリケーション向けのバックエンドサービスも用意されており、開発

環境としてGit ホスティング、そしてOrion をベースにしたWeb 開発環境も利用できます。 

Robert 氏は BlueMIX を「コンポーザブルな環境」と呼び、BlueMix で利用可能なコンポーネント

を今後さらに拡充する予定だと説明します。 
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開発されたアプリケーションは、オープンソースで開発されているCloud Foundry の実行環境で

稼働するため、Cloud Foundry の環境さえあれば特定のクラウドに依存することなく実行可能な

のも BlueMix の特徴の 1 つ。 

 

特定のクラウドやプラットフォームに依存しない、これが IBM のクラド戦略の根幹にあるもので

す。BlueMix が Cloud Foundry を実行環境とするのも、このオープン戦略に沿ったものだからで

す。 

 

IBM は同時に、これまで同社のオンプレミス向けアプリケーションプラットフォームであった

PureApplication Systems で提供していた「ソフトウェアパターン」（Software Patterns ）を

SoftLaye r に載せたことも発表しました。 

 

 
 

いずれ、これらパターンが BlueMix のコンポーネントと結びついてオンプレミスとクラウドでのプ

ラットフォームの共通化がさらに進み、より柔軟な開発や運用を実現するのが IBM のクラウド戦

略の向かっている方向といえます。 

 

IBMのキーワードは「組み立て可能なビジネス」（Composable Business）。IaaS はその道

具 

 

なぜ IBM にとってクラウドが重要なのか、それを説明したのが IBM Pulse 2014 の 2 日目のジェ

ネラルセッションに登壇した米 IBM シニアバイスプレジデント IBM グローバルテクノロジーサー

ビス シニアバイスプレジデントの Erich Clementi 氏の次の言葉です「Path to composable 

business is dynamic cloud 」（組み立て可能なビジネスへの道がダイナミッククラウドである）。 

 

Composable Business というキーワードは、1 日目のジェネラルセッションでも 2 日目のジェネ

ラルセッションでも何度も繰り返し登場しました。ビジネスの変化にすばやく追従するシステムを
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構築するためには、コンポーネントを組み合わせることでシステムを構築していくことが必要であ

り、それが「Composable Bisiness 」の示す意味です。 

 

そしてそのプラットフォームとして、あらかじめ多数のコンポーネントをサービスできるクラウド、

前述の言葉では「Dynamic Cloud 」と表現されていたクラウドが重要だというのが、IBM がクラ

ウドを重視するロジックです。 

 

別の見方をすれば、IBM はコモディティ化した IaaS 型クラウドで競合するそぶりは一切見せず、

より高いレイヤで戦う姿勢を明確にしたといえるでしょう。そのための最大の武器が BlueMix であ

り、ソフトウェアパターンであるわけです。 

 

そしてこれはクラウドが登場する以前からあった Service Oriented Architecture の時代から IBM

が一貫して主張し、戦略としてきたこととも一致します。それをクラウドの時代に合わせて言い換

えてきた、ということです。 
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「 Amazon の DaaS 進出と迎え撃つCitrix、VMware」 

CUPA総合アドバイザー 森 洋一 

DaaS（Desktop as a Service ）市場が大きく動き出しそうだ。 

この世界では VDI（Virtual Desktop Infrastructure ）が一般的だが、しかし、DaaS と VDI は技

術的には同根だが、サービスとしては異なるものである。一般にVDI はカスタマイズされて企業

内に導入された仮想デスクトップ環境であり、DaaS はクラウドプロバイダーが提供するサービス

だ。 

 

＝Amazon WorkSpaces の登場＝ 

昨年１1 月中旬、ビッグニュースが流れた。Amazon が

AWS re:Invent 2013 カンファレンスで Amazon 

WorkSpaces を発表して DaaS 市場に参入したのだ。曰く、

エンドユーザのコンピューティング環境は BYODの普及や

ワークスタイルの多様化などで複雑化し、そのためセキュ

リティの脅威が増大している。他方、企業内 IT コストの 

圧縮要求は大きく、これらが VDI 導入を後押ししてきた背景だ。ただVDI を導入しても、IT 部門

はユーザ周りやアプリケーション管理だけでなく、システム関連（VDI システムのリソース管理/

ロードバランシング/障害対策/ネットワーク管理など）の作業も行わねばならない。その点DaaS

ではそのようなことが無い。システム周りの殆どの作業はプロバイダーに任せ、IT 部門はユーザと

アプリケーション管理にのみ集中できる。 

Amazon のWorkSpaces を見てみよう。 

まずWorkSpaces ではデバイスを問わず、 

クラウド上のアプリケーションを利用できる。 

PCやラップトップ、Andro id や iPad、勿論 

Kindle Fire だって構わない。 ユーザ認証は 

企業の Active Directory とセキュアに統合 

が可能だ。クラウドとクライアントの接続は 

PCoIP（PC over IP ）プロトコルである。 

WorkSpaces の提供サービス形態（bundle ） 

は４つ。 

「Standard 」、「Standard Plus 」、「Performance 、そして「Performance Plus 」だ。 

次頁の表のように、各々のバンドルでハードウエアリソースと使用できるアプリケーションが決ま

る。OSは全てにWindows 7 Experience 。これは実際に走るのはWindows Server だが、それ

をDesktop Windows 7 に見せかける設定を利用したものだ。想定されるシナリオと月額費用につ

いてもこの表を参照されたい。全てのバンドルに共通なアプリケーションは Adobe Reader ,、

Adobe Flash ,、Firefox ,、Internet Explorer 9 、7-Zip、Java Runtime Environment  & Utility 、

加えて「Standard Plus 」と「Performance Plus 」の２つのバンドルにはMicrosoft Office 

Professional と Trend Micro Worry -Free Business Security Servic es.も含まれる。勿論、IT 管

理者は、ユーザ毎にアプリケーションを追加したり、カスタマイズすることも可能だ。 

 

 

 

 

「コラム」-3 

 

 

http://e-words.jp/w/DaaS.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/VDI
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E6%83%B3%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97
http://reinvent.awsevents.com/
https://aws.amazon.com/jp/workspaces/
https://aws.amazon.com/jp/workspaces/
http://ja.wikipedia.org/wiki/BYOD
http://ja.wikipedia.org/wiki/Kindle_Fire
http://ja.wikipedia.org/wiki/Active_Directory
http://www.teradici.com/pcoip-technology
http://get.adobe.com/reader/
http://www.adobe.com/products/flash.html
http://www.mozilla.org/en-US/firefox/new/
http://windows.microsoft.com/en-US/internet-explorer/products/ie-9/features
http://www.7-zip.org/
http://ja.wikipedia.org/wiki/Java_Runtime_Environment
http://office.microsoft.com/en-us/professional/
http://office.microsoft.com/en-us/professional/
http://www.trendmicro.com/us/small-business/product-security/worry-free-services/
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利用するには、こうすれば良い。現在、Amazon WorkSpaces は Pre-View 版なので IT 管理者は

まずここから登録を済ませる。その後、WorkSpaces コンソールからユーザのための全ての設定が

行える。最初に、どのバンドルを使うのか、そして何人かを設定する。コンソールからそれぞれの

ユーザ名と e メールアドレスを入れればとりあえず完了だ。その後、ユーザに e メールが届き、ユ

ーザ情報やパスワード設定、そしてWorkSpace クライアント用ソフトウェアのダウンロードを実

行する。次にWorkSpace を起動し、送られてきた登録コードを入力、そしてログインすれば完了

だ。実際のところ、WorkSpaces は AWS の EC2上のインスタンスであり、ユーザが使うディス

クは Local Disk  D:としてマッピングされる。そして、正式版では、クライアントは初期設定時に

作られるVPC（Virtual Private Cloud ）上のデバイスとなって、VPNコネクションを介してオン

プレミスとも自由にアクセスが出来るようになる。 

 

＝DaaS採用の留意点＝ 

さて Amazon がパブリックDaaS を開始したことで何が起こるのか。 

多分、VDI ユーザより下位、ないし VDI ユーザの一部の中小ユーザが採用に向けて動き出すだろ

う。しかし、採用には大きく２つの留意点がある。技術的なことと、ビジネス的なことである。技

術的な留意点はレスポンスとカスタマイズだ。VDI 同様、DaaS の全ての処理はネットワーク経由

の仮想マシンで動く。不慣れな初期ユーザはレスポンスが気になるかもしれない。さてオンプレミ

スとのやり取りはどうか。VPC上のデバイスと VPNによるオンプレミス接続、これが許容範囲か

どうか、ぜひ確かめたほうが良い。さらにどの程度のカスタマイズができるのか、これも確認事項

だ。次にビジネスの問題、契約書や SLA（Service level Agreement ）だ。まず、費用問題として、

利用料金とソフトウェアライセンスがある。特に VDI と比べてどの程度のベネフィットがあるの

か、要チェックだ。またDaaS 上で利用するアプリケーションに SPLA（Service Provider 

License Agreement ）があるのか、自社で用意すべきライセンスは何か、これもぜひ確かめなけ

ればいけない。その上で SLAに書かれている運用上の制約を確認する。サポートはどうか、ダウ

ン対策はどうかなどである。 

いずれにしても、プライベートなVDI とパブリックのDaaS を選択できる時代となった。 

これまでファットクライアントと悪評の悪かったデスクトップは、VDI の登場でクライアントサー

バー化し、そしてクラウドへの移行が始まった。運用やソフトウェアライセンスなど、まだ幾つか

の課題はあるが、時代は着実に前に向っているようだ。 

さて、Amazon の DaaS 参入でこの市場はどうなるのだろう。 

 

http://aws.amazon.com/jp/workspaces/limited-preview/
http://aws.amazon.com/jp/vpc/
http://ja.wikipedia.org/wiki/Virtual_Private_Network
http://en.wikipedia.org/wiki/Service_Level_Agreement
http://www.microsoft.com/ja-jp/licensing/licensing-options/spla-program.aspx
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以下は受けて立つ、Citrix と VMware の動きを追ってみよう。周知のように、今日で言う仮想デス

クトップの世界を切り開いてきたのはCitrix だ。振り返れば、ダムターミナルのWyse（現 Dell 傘

下）とMicrosoft 、Citrix の 3 社が共同でWindows -Based Terminal を開発したのは 1995 年の

ことである。以来仮想デスクトップは、SBC（後述）からVDI へ、そしてDaaS へと進展してき

た。この流れの中で、後発のDaaS はマルチテナントのパブリックサービスが一般的だが、シング

ルテナントの VDI をホスティングして、よりカスタマイズのできるDaaS と言う場合も散見され

る。  

 

＝優位を保てるか、老舗Citrix＝ 

初期の Citrix ビジネスはWindows -Based Terminal の発展形として開発した Thin Client の SBC

（Server -Based Computing ）だった。この核製品はMetaFrame と言い、サーバー/クライアン

ト間の画面圧縮転送技術 ICA（Integrated Communication Architecture ）を武器にビジネスを

切り開いた。SBCとは、Windows の持つリソース管理を仮想化技術と見立て、複数の簡易ターミ

ナルから中央サーバーのアプリケーションをアクセスする仕組みである。MetaFrame は、今日の

仮想化技術から見れば未熟であったが、それでも ICA 技術と相まって、米国を中心に世界中で普及

した。 

そして 1998 年、VMware 設立。2001 年には現在のコア製品のベースとなる ESX が発表されて、

仮想化時代が到来した。この動きに危機感を持ったCitrix が対抗技術Xen のビジネス会社

XenSource を 2007 年に買収。すぐにXenServer と XenDesktop の２つの製品が世に出た。 

共に今日のCitrix の核製品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図で解るように、現在の XenDesktop 7 は成熟している。ユーザが利用できるReceiver（デバ

イス）はWindows や Linux、Mac、勿論、iOSや Android も OKだ。デバイスへの情報デリバリ

ーには革新的なHDX を開発、HD 画面や３D表示も出来る。そしてサーバーとの間にセキュリテ

ィーのためのNetScaler Gateway 、ユーザポリシーの設定や利用アプリケーションのメニューに

は StoreFront が用意されている。実際のところ、端末からアクセスできるアプリケーションは仮

想デスクトップ上だけでなく、オンプレミスのカスタムアプリケーションでも、さらにそれらがパ

ブリッククラウド上でも構わない。XenDesktop は何度かのバージョンアップを経て、今や完全な

クラウド対応のVDI へと進化した。日本だけでも、NTT Communications の Biz Desktop Pro や 

IIJ GIO 、DoCoMo の Mobile Secure Desktop などが VDI ホスティングのDaaS として提供され

ている。  

 

http://www.citrix.co.jp/
http://www.vmware.com/jp/
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E6%83%B3%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BB%AE%E6%83%B3%E3%83%87%E3%82%B9%E3%82%AF%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%80%E3%83%A0%E7%AB%AF%E6%9C%AB
http://www.wyse.co.jp/
http://ja.wikipedia.org/wiki/VDI
http://e-words.jp/w/DaaS.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B7%E3%83%B3%E3%82%AF%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%88
http://de.wikipedia.org/wiki/Server_based_Computing
http://de.wikipedia.org/wiki/Server_based_Computing
http://e-words.jp/w/MetaFrame.html
http://d.hatena.ne.jp/ogawad/20101011/1286801130
http://ja.wikipedia.org/wiki/Xen_%28%E4%BB%AE%E6%83%B3%E5%8C%96%E3%82%BD%E3%83%95%E3%83%88%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%82%A2%29
http://www.citrix.co.jp/products/xenserver/
http://www.citrix.co.jp/products/xendesktop/overview.html
http://hdx.citrix.co.jp/
http://www.citrix.co.jp/products/netscalergateway/index.html
http://www.citrix.co.jp/products/xendesktop/video/video16.html?keepThis=true&TB_iframe=true&height=370&width=640
http://www.ntt.com/bdp-ep_e/index.html
http://www.iij.ad.jp/GIO/service/desktop/
http://www.docomo.biz/html/service/mobilesecuredesktop/
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＝VMware はDesktone 買収でDaaSへ＝ 

相次ぐ企業買収で事業を拡張してきた VMware は、この分

野で も昨年 10 月、サービスプロバイダー向けDaaS プラ

ットフォーム開発のDesktone を買収した。同社は既に

Dell や Dimension Data （NTT 傘下）、さらに日本の

Fujitsu や NECともパートナー契約を結びDaaS を提供し

ている。一方、VMware は VDI で優勢なCitrix 

XenDesktop を追って、VMware Horizon View を開発し

てきた。買収に先立こと、たった 2 ヶ月前の昨年 8 月、 

VMware が Desktone と提携したニュースが流れた。そして 10 月の買収。この短期間の変化は

Desktone 製品への評価が予想以上に高かったに違いない。 Dsktone 製品はサービスプロバイダ

向けのマルチテナント製品であり、Grid Architecture による優れた拡張性、そして何よりも

Micros oft RDS、Citrix HDX 、HP RGSなど多様なプロトコルのサポートに強みを持っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存 Horizon View を持ちながらのDesktone 買収、VMware の戦略はどのようになるのだろうか。 

短期的にはHorizon View をどうするかだ。買収後、一般企業向けに販売を継続してきたVMware 

Desktone は昨年末で販売停止となった。つまり、これはVDI に関しては、近々、Horizon View

に統合一本化され、DaaS プロバイダー向けビジネスは継続のように見える。当面、状況注視であ

る。 

中長期にはどうなるのだろう。これを予測する出来事があった。昨年 5 月、同社は vCHS（ｖ

Cloud Hybrid Service ）を発表、同 8 月の VMware World 2013 で、まず北米から提供を始める

と宣言した。vCHSは AWS と同じVMware による IaaS クラウドサービスである。仮想化技術の

企業導入は一巡した。VMware にとって、vCHSは vSphere を導入済みの企業内システムと、同

じ技術体系によるパブリッククラウドの連携がポイントとなる。そこがハイブリッドサービスと謳

う所以だ。つまり、既存ユーザベースに立脚したビジネスの拡大である。将来、まだ想像の域を出

ないが、vCHS上でDesktone の DaaSや Pivotal （関連記事）の PaaSなどが動き出すことは十

分考えられる。 

 

 

http://www.desktone.com/
http://www.dell.com/learn/us/en/555/flexible-computing/dvs-simplified-daas
http://nacloud.dimensiondata.com/category/Related-Topics/desktop-as-a-service
http://jp.fujitsu.com/solutions/cloud/daas/
http://www.desktone.com/company/press/137-nec_launches_desktop_as_a_service_powered_by/view
http://www.vmware.com/jp/products/horizon-view/
http://www.microsoft.com/ja-jp/server-cloud/windows-server/remote-desktop-services.aspx
http://hdx.citrix.co.jp/
http://h50146.www5.hp.com/products/workstations/remote/#.Usi2vPszAeI
http://vcloud.vmware.com/
http://www.vmware.com/jp/products/vsphere/
http://computerbecamecloud.blogspot.jp/2013/12/pivotal-cloudfoundary.html
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2014 年 3月 11日～2014 年 5月 31日 
----------------------------------------------------------------------------------------------------  

仮想化とクラウドを最大限に活用し尽くす 

https://itmedia.smartseminar.jp/public/application/add/918  

開催日：2014 年 3 月 14 日（金） 

開催場所：アイティメディア セミナールーム(東京都港区赤坂 8-1-22 赤坂王子ビル) 

講演：Publickey 新野 淳一 様（CUPA総合アドバイザー） 

--------------------------------------------------------------------------------- -------------------  

CUPA勉強会 & CUPA カフェ『Enterprise のためのクラウド②』 

開催日：2014 年 3 月 19 日（水）19:00 ～21:00  

会場：日立ソリューションズ 本社別館 JR品川イーストビル 20F 

http://www.hitachi -solutions.co.jp/company/access/map_kounan.html  

主催：一般社団法人クラウド利用促進機構(CUPA) 

------------------------------------ --------------------------------------------- -------------------  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント情報 

https://itmedia.smartseminar.jp/public/application/add/918
http://www.hitachi-solutions.co.jp/company/access/map_kounan.html
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『セイバーメトリクス』 

今年の日本のプロ野球開催日は 3 月 28 日（金曜）であるが、「セイバーメトリクス」を知ってい

るとより楽しめ、野球通のように語れるかもしれない。 

 

セイバーメトリクス（SABRmetrics , Sabermetrics ）とは、野球においてデータを統計学的見地

から客観的に分析し、選手の評価や戦略を考える分析手法である。 

野球ライターで野球史研究家・野球統計の専門家でもあるビル・ジェームズ（George William 

“Bill” James, 1949年- ）によって 1970 年代に提唱されたもので、アメリカ野球学会の略

称 SABR（Society for American Baseball Research ）と測定基準（metrics ）を組み合わせた造

語である。ジム・アルバート、ジェイ・ベネットが著した『メジャーリーグの数理科学（原題

Curve Ball）』はセイバーメトリクスについてわかりやすく解説している。 

野球には、様々な価値基準・指標が存在するが、セイバーメトリクスではこれらの重要性を数値か

ら客観的に分析した。それによって野球における采配に統計学的根拠を与えようとした。しかし、

それは野球を知っているものならば「常識」であるはずのバント・盗塁の効力を否定するなど、し

ばしば野球の従来の伝統的価値観を覆すものであると同時に、ジェームズ自身が本格的に野球をプ

レーした経験が無く、無名のライターに過ぎなかったこともあって当初は批判的に扱われた。この

理論が一般的に知られるようになった現在でも「野球はデータではなく人間がプレーするもの」と

いう野球哲学を持つ人々からは歓迎されていない風潮がある。一方、メジャーリーグは、公式記録

にセイバーメトリクスに基づく指標を複数使用している。 

その他、アメリカの主要なスポーツメディアが、セイバーメトリクスの各種の指標を選手成績とし

て公表している。 

 

セイバーメトリクスの歴史 

軍隊を退役した後に缶詰工場に警備員として勤務していたジェームズが「夜勤の暇つぶしに」自分

の趣味である野球データの分析をしていたことがセイバーメトリクスの始まりである。彼は 1977

年に Baseball Abstract 1977  : Featuring 18 Categories of Statistical Information that You 

ƫǖǔǕƁƤǂǏǠǕƁƧǊǏǅƁƢǏǚǘǉǆǓǆƁƦǍǔǆ （直訳すると、『野球梗概 1977  : 知られざる 18 種類のデータ

情報』。後述のルイスの著書の邦訳版では『野球抄』と訳された）という 68 ページの小冊子を自

費出版した。この本でジェームズは「エラーという概念が実情にあっていないこと」などいくつか

の従来の常識を覆す仮説の提示と分析を行った。この本の購入者はたった 75 人であったが、同時

期のコンピュータの発達とともにデータ分析の自由度が増し、Baseball Abstract  は年を重ねるご

とに購読者を増やしていった。読者数の増加とともに野球データの分析を行うファンの数も増えて

いった。そして、ジェームズはこのデータ分析を”セイバーメトリクス”と名づけた。Baseball 

Abstract  はスポーツ専門雑誌「スポーツ・イラストレイテッド」のライターの目に留まり、1982

年にニューヨークの出版社から販売されベストセラーとなった。 

1980 年代に入るとアメリカでは一般にも広く知られた存在となり、統計の専門家も趣味としてデ

ータの分析に当たるようになった。しかし、保守的な勢力が強いメジャーリーグはこのような動き

に対して興味を示そうとしなかった。メジャーのデータを管理していたエライアス・スポーツ・ビ

ューロー社もセイバーメトリクス愛好家（セイバーメトリシャン）にはデータを一切提供しようと

しなかった。そのため、ジェームズは知人が設立したデータ分析専門の会社、STATS（スタッツ）

社（後述）で独自にデータを集計した。さらに、メジャー球団に集計したデータを提供しようとし

たが、これも相手にされなかった。STATS社は方針転換し、集計したデータを野球ファン向けに

販売した。これが当たって会社は急成長し、スポーツ専門テレビ局 ESPNや全国紙USAトゥデイ

事務局後記 
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が顧客となり、野球ファンの貴重な情報源となっていった（その後、1999 年に STATS社は大手

テレビ局FOXニュースに吸収合併された）。 

しかし、セイバーメトリクスはジェームズの本来の目的である実際の球団運営には反映されること

はなかった。一部の実業家は実際に球団のオーナーとなりこれを実践しようとしたが、選手・監

督・スカウトの理解を得られず挫折していった。ジェームズは一向に変わらない状況に徐々に熱意

を失い、12 冊目の Baseball Abstract  を発行した後、執筆活動をやめてしまった（後に再開）。 

1983 年にオークランド・アスレチックスのGMとなったサンディ・アルダーソン（Sandy 

Alderson ）は、元は弁護士でプロ選手経験が全く無く、過去の常識に縛られることがあまり無かっ

た。そのため、セイバーメトリクスに興味を持ち、出塁率を徹底重視することをマイナーの選手た

ちに説いた。1995 年にオーナーの交代によってチームの財政状況が厳しくなると、より効率的に

資金を運用するためにメジャーチームでも出塁率・長打率を重視して球団運営を行うようになった

（これにより、伝統的価値観を重んじる当時の監督トニー・ラルーサとの確執は決定的となり、こ

の年限りでラルーサは監督を辞任することになる）。 

1990 年代後半にはメジャーリーグでもチーム戦略の一環として重視されるようになった（セイバ

ーメトリクスを重視するチームは新思考派と呼ばれる）。特にアルダーソンの後任として 1997 年

にアスレチックスのGMとなったビリー・ビーンの球団運営戦略を紹介したノンフィクション『マ

ネー・ボール』（マイケル・ルイス著）により、日本でも一般的に知られるようになった。しかし、

日本の野球界ではまだ伝統的価値観が支配的であり、戦略として積極的にセイバーメトリクスを取

り入れるチームは少なく、千葉ロッテマリーンズがデータ解析専門家にポール・プポを招聘してい

る程度である。 

アメリカでは、セイバーメトリクス専門のシンクタンクがいくつか誕生しており、特にベースボー

ル・プロスペクタス（Baseball Prospectus 、通称 BP）が有名である。この BPはセイバーメトリ

クスを駆使して個々の選手の未来の成績を予測するコンピュータ・システム PECOTA（Player 

Empirical Comparison and Optimization Test Algorithm の略）を開発。2003 年から毎年シー

ズン前に「活躍予報」を発表している。 

メジャーリーグでは、セイバーメトリクスに基づく指標 （OPS、WHIP、RF: アウト寄与率、

P/IP、 GB/FB、K/BB、K/9 、BB/9 、DER: 守備効率、など） を公式記録に使用している。 

また、セイバーメトリクスの各種指標によるメジャーリーグの選手成績や記録等を、ESPN、スポ

ーツ・イラストレイテッド、CNN、Baseball -Reference 、MSN（マイクロソフト）、三大放送局

ネットワークのNBC、CBS、 ABCなどの主要なメディアが公表している。 

 

※より詳しく知りたい方は右記へ ⇒ セイバーメトリクス 

参照：Wikipedia 、他 

＠5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/OPS_(%E9%87%8E%E7%90%83)
http://ja.wikipedia.org/wiki/WHIP
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AC%E3%83%B3%E3%82%B8%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%AF%E3%82%BF%E3%83%BC
http://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=P/IP&action=edit&redlink=1
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B4%E3%83%AD/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%82%A4%E6%AF%94%E7%8E%87
http://ja.wikipedia.org/wiki/K/BB
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%8C%AF#.E5.A5.AA.E4.B8.89.E6.8C.AF.E7.8E.87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%9B%E7%90%83#.E4.B8.8E.E5.9B.9B.E7.90.83.E7.8E.87
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%88%E5%82%99%E7%8E%87#.E5.AE.88.E5.82.99.E5.8A.B9.E7.8E.87
http://baseballconcrete.web.fc2.com/
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《「CUPAḱƤǂǇɉ」のご案内 》 
 

下記の日時で「第18回 CUPAḱƤǂǇɉ」を開催いたします。 

今回は今迄と異なり、勉強会方式でのセッションとさせて頂き、会場が下記となります。 

ご参加の程宜しくお願い申し上げます。 

 

日時：2014 年 3 月 19 日（水曜）19：30～21：00（開場：19：00） 

会場：株式会社日立ソリューションズ 本社別館 JR品川イーストビル 20F 会議室 

アクセス：http://www.hitachi -solutions.co.jp/company/access/map_kounan.html  

 

ご来場の際は、お手数でも事前に下記の「こくちーず」からお申込み下さい。 

申込先： http://kokucheese.com/event/index/154825/  

ご多忙とは存じますが、ご来場の程宜しくお願い致します。 

 

3 月のテーマ：『Enterprise のためのクラウド②』 

対談者： 日本アイ・ビー・エム株式会社  新井 真一郎 様 

日本ヒューレット・パッカード株式会社 真壁 徹 様 

株式会社日立製作所    高原 清 様 

司会：  CUPA代表理事    荒井 康宏 

 

◆CUPAḱƤǂǇɉ詳細はCUPAの facebook ページにてご案内いたします。 

http://www.facebook.com/cupa.jp  

 

◆一般の方はUSTREAMで視聴できます。 

・今回の CUPAḱƤǂǇɉライブ配信は予定しておりません。 

後日公開させて頂きます。：http://www.ustream.tv/channel/cupa -cafe 

・CUPAḱƤǂǇɉアーカイブ：http://cloud.or.jp/cupa_cafe.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本企画では「ご希望の対談者」や「対談テーマ」などを募集しています。 

下記のアドレスまでご要望などをご送信ください。 

contact@cloud.or.jp  

 

以上、宜しくお願い申し上げます。 

http://www.hitachi-solutions.co.jp/company/access/map_kounan.html
http://kokucheese.com/event/index/154825/
http://www.facebook.com/cupa.jp
http://www.ustream.tv/channel/cupa-cafe
http://cloud.or.jp/cupa_cafe.html
mailto:contact@cloud.or.jp

